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本てびきにおける用語の定義 

 

法 
本てびきにおいて、「法」とはダイオキシン類対策特別措置法のことを指しま

す。 

ダイオキシン類 

・ポリ塩化ジベンゾフラン（PCDFs） 

・ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン（PCDDs） 

・コプラナーポリ塩化ビフェニル（Co-PCB） 

これらの総称です。 

特定施設 

工場または事業場に設置される施設のうち、 

・ダイオキシン類を発生させ大気中に排出する施設 

・ダイオキシン類を含む汚水または廃液を排出する施設 

であり、政令で定めるものをいいます。詳しくはてびきを参照してください。 

特定事業場 特定施設を設置している工場･事業場をいいます。 

排出ガス 特定施設から大気中に排出される排出物をいいます。 

排出水 
特定事業場から公共用水域に排出される水をいいます。なお、この水には事業

活動に伴い発生する排水のみならず、雨水、生活排水等全ての水を含みます。 

大気排出基準 排出ガスに含まれるダイオキシン類の量について定める許容限度をいいます。 

水質排出基準 排出水に含まれるダイオキシン類の量について定める許容限度をいいます。 

大気基準適用施設 大気排出基準が適用される特定施設をいいます。 

水質基準対象施設 水質排出基準に係る特定施設をいいます。 

公共用水域 

河川、湖沼、港湾、沿岸海域その他公共の用に供される水域及びこれに接続す

る公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路をいいます。ただ

し、終末処理場を設置している下水道は含みません。 

ＴＥＱ 

ダイオキシン類は各異性体の毒性が異なるため、2,3,7,8‐四塩化ジベンゾ-パ

ラ‐ジオキシンの毒性を 1として、各異性体の毒性に換算した毒性等価係数を

掛け合わせた値（毒性等量（ＴＥＱ））で表します（単位としては、「‐ＴＥ

Ｑ」として表されます）。 
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